
（６） 平成23年1月10日 広報 No.722

おしらせHOTコーナー　案内・催し 
 

 

Q
２
月
２５
日
貊
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
） 

L
市
役
所
第
４
会
議
室
（
１
階
） 

O
解
雇
・
退
職
勧
奨
、
賃
金
不
払
、
パ
ワ

ハ
ラ
、
そ
の
ほ
か
の
労
働
問
題 

※
相
談
員
＝
埼
玉
県
庁
職
員 

P
無
料 

J
埼
玉
県
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
蕁
０４８
・
８３０

・
４
５
２
２ 

  

　
労
働
保
険
料
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）

の
第
三
期
分
の
納
期
限
は
１
月
３１
日
で
す
。

納
付
書
は
納
期
限
の
１０
日
前
頃
、
事
業
場

に
送
付
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
金
融
機

関
に
て
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

納
期
限
を
過
ぎ
て
の
納
付
の
場
合
に
は
延

滞
金
を
徴
収
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。 

J
埼
玉
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
課
蕁
０４８
・

６００
・
６
２
０
３ 

   

　
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
の
大
宮
支
局
は
、

１
月
１１
日
貂
、
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
の

本
局
（
以
下
「
本
局
」
と
い
い
ま
す
）
に

統
合
し
、
岩
槻
出
張
所
は
同
日
を
も
っ
て
、

本
局
お
よ
び
久
喜
支
局
に
分
割
統
合
し
ま

す
。
統
合
後
の
登
記
管
轄
区
域
な
ど
、
詳

し
く
は
、
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://houmukyoku.moj.go. 

jp/saitama/frame.html

）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。 

J
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
総
務
課
蕁
０４８
・

８５１
・
１
０
０
０ 

   

Q
２
月
１１
日
豢
　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時 

●
面
談
相
談
（
予
約
制
） 

L
埼
玉
司
法
書
士
会
越
谷
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
（
越
谷
駅
東
口
下
車
徒
歩
７
分
） 

M
２
月
９
日
午
後
５
時
ま
で
に
、
電
話
で

埼
玉
司
法
書
士
会
へ 

●
電
話
相
談 

相
談
専
用
電
話
　
蕁
０４８
・
８７２
・
８
０
５
５

（
当
日
の
み
通
話
可
） 

J
埼
玉
司
法
書
士
会
蕁
０４８
・
８６３
・
７
８
６

１ 
   

　
１
月
か
ら
埼
玉
司
法
書
士
会
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
で
の
各
相
談
が
原
則
無
料
と
な

り
ま
し
た
。
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。 

L
越
谷
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
（
越
谷
市
越

ケ
谷
２
―
８
―
２２
エ
ー
ス
ビ
ル
越
ケ
谷
２

階
） 

予
約
専
用
電
話
　
蕁
９６２
・
０
２
２
６ 

相
談
時
間
　
午
後
１
時
〜
４
時
（
土
曜
日

の
み
午
前
１０
時
〜
午
後
１
時
） 

O
▼
火
曜
日
＝
裁
判
そ
の
他
法
律
相
談
▼

水
曜
日
＝
遺
言
・
相
続
・
登
記
相
談
▼
金

曜
日
＝
成
年
後
見
・
家
事
事
件
相
談
▼
土

曜
日
＝
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
相
談
※
毎

月
第
４
土
曜
日
＝
多
重
債
務
１
１
０
番 

J
埼
玉
司
法
書
士
会
事
務
局
蕁
０４８
・
８６３
・

７
８
６
１ 

       

Q
２
月
１８
日
貊
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時 

L
八
幡
公
民
館
研
修
室 

O
人
権
問
題
の
現
状
全
般
に
つ
い
て 

※
講
師
＝
本
田
豊
さ
ん
（
部
落
史
家
） 

R
２０
人
（
申
込
順
） 

P
無
料 

M
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、
八
幡
公
民
館
（
蕁

９９５
・
６
２
１
６
※
受
付
時
間
＝
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
）
へ 

   

　
市
内
小
中
学
校
１５
校
で
開
催
さ
れ
た
、

２７
の
生
涯
学
習
学
校
開
放
講
座
（
書
道
、

折
り
紙
、
水
彩
画
、
ソ
フ
ト
樹
脂
粘
土
の

花
や
イ
ン
テ
リ
ア
、
手
あ
み
ベ
ス
ト
、
パ

ソ
コ
ン
、
筝
曲
、
マ
ジ
ッ
ク
、
料
理
、
和

太
鼓
、
気
功
・
太
極
拳
、
自
彊
術
、
軽
ス

ポ
ー
ツ
講
座
な
ど
）
を
紹
介
し
ま
す
。 

             

Q
２
月
２
日
貉
〜
６
日
豸
　
午
前
９
時
〜

午
後
９
時
３０
分 

L
や
し
お
生
涯
楽
習
館
展
示
コ
ー
ナ
ー 

O
講
座
に
参
加
し
た
方
の
作
品
の
展
示
。

講
座
の
様
子
を
収
め
た
写
真
の
展
示
。

J
社
会
教
育
課
蕁
A
３
９
２ 

 
Q
１
月
２２
日
貍
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

３０
分 

L
資
料
館 

N
中
学
生
以
上
の
方 

O
江
戸
時
代
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
こ
ん
に

ゃ
く
芋
の
粉
を
使
っ
て
、
こ
ん
に
ゃ
く
を

手
作
り
し
ま
す
。 

K
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾 

R
２０
人
（
申
込
順
）
※
参
加
者
以
外
の
方

の
入
室
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

P
３００
円
（
材
料
費
） 

M
１
月
１９
日
ま
で
に
、
窓
口
ま
た
は
電
話

で
資
料
館
（
蕁
９９７
・
６
６
６
６
）
へ 

   

　
県
内
東
部
１５
市
町
の
貴
重
な
文
化
財
が

一
堂
に
集
め
ら
れ
た
展
示
会
で
す
。 

Q
１
月
１２
日
貉
〜
２
月
２８
日
豺
（
毎
週
月

曜
日
・
祝
日
の
翌
日
は
休
館
。
た
だ
し
最

終
日
は
開
館
） 

L
資
料
館
企
画
展
示
室 

P
無
料 

J
資
料
館
蕁
９９７
・
６
６
６
６ 

  

Q
２
月
５
日
貍
　
午
前
９
時
〜
正
午 

L
消
防
署
視
聴
覚
室 

N
中
学
生
以
上
の
方 

O
救
命
に
必
要
な
応
急
手
当
（
心
肺
蘇
生

法
、
自
動
体
外
式
除
細
動
器
【
Ａ
Ｅ
Ｄ
】

の
取
り
扱
い
、
異
物
除
去
な
ど
）
※
講
習

を
受
講
し
た
方
に
は
修
了
証
を
発
行 

R
２０
人
（
申
込
順
） 

P
無
料 

M
２
月
２
日
ま
で
に
、
窓
口
ま
た
は
電
話

で
消
防
署
（
蕁
９９８
・
０
１
１
９
）
へ 

   

Q
２
月
５
日
貍
　
午
後
１
時
３０
分
〜 

L
春
日
部
市
商
工
振
興
セ
ン
タ
ー
講
堂
（
春

日
部
駅
東
口
下
車
徒
歩
７
分
） 

O
消
費
者
被
害
の
防
止
セ
ミ
ナ
ー
、
安
心
・

安
全
な
リ
フ
ォ
ー
ム
の
普
及
セ
ミ
ナ
ー
、

個
別
相
談
会 

R
１８０
人
　 

M
電
話
で
、
県
住
宅
課
（
蕁
０４８
・
８３０
・
５

５
６
３
）
へ
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.pref.saitama.lg.jp/site/ 
reformseminerkaisai/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

体
験
講
座
「
手
作
り
こ
ん
に
ゃ
く
づ
く
り
」
 

人
権
講
座
「
人
権
を
考
え
る
」
 

普
通
救
命
講
習
会
 

生
涯
学
習
学
校
開
放
講
座
 

合
同
作
品
展
 

遺
言
・
相
続
無
料
相
談
会
 

〜
い
ま
、あ
な
た
に
で
き
る
こ
と
〜
 

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
か
ら
の
 

お
知
ら
せ
 

埼
玉
司
法
書
士
会
総
合
 

相
談
セ
ン
タ
ー
が
無
料
化
に
 

埼
玉
県
東
部
地
区
文
化
財
担
当
者
 

会
企
画
展
示
「
わ
が
ま
ち
の
宝
物
」
 

県
民
向
け
リ
フ
ォ
ー
ム
セ
ミ
ナ
ー
・
 

相
談
会
 

労
働
保
険
の
お
知
ら
せ
 

臨
時
出
張
労
働
相
談
会
 

キャンペーンキャラクター 
埼玉県のマスコット「コバトン」 

　地球温暖化を食い止めるには、皆さんの取り組みが、重要なカギを握ってい
ます。 
　温暖化対策は一人ひとりが主役です。身の回りのできることから、冬のライフ
スタイルに取り組みましょう。 
 
冬のライフスタイル 
Q３月２１日豢まで 
●カーディガンやベストなどを重ね着するなど、暖かく過ごす工夫をして、暖房
温度を適温（２０℃以下）に設定しましょう。 
●オフィスではノー残業デーの定着促進、家庭では家族が同じ部屋で過ごし
他の部屋のエネルギー使用を減らす工夫をするなど、みんなで一緒にエコ
ライフに取り組みましょう。 
 
冬のエコライフＤＡＹ 
Q３月２１日豢まで 
●「この日は、１日環境によいことをしよう」と決
めて、「エコライフＤＡＹ」に挑戦してみませ
んか。省エネ・省資源の成果をチェックシー
トで実感できます。 
●町会・自治会、学校、団体、事業所単位で
参加できます。チェックシートは、市環境リサ
イクル課にあります。個人で参加する場合は、
県のホームページ（http://www.pref.saitama. 
　lg.jp/page/ecolifeday.html）からも参加でき
ます。 
J県温暖化対策課蕁０４８－８３０－３０３８ 

オウム排除のための抗議行動！ 
　八潮市オウム真理教対策協議会（会長＝瀬戸知英子市議会
議長）は、１２月１８日、教団の早期退去とセミナー開催の中止を求め
る２１回目の抗議行動を行いました。 
　これは、オウム真理教団（現アレフ）の拠点施設のある大瀬施設で、
在家信者を中心としたセミナーが開催されるなど、依然として教団
の活動が活発な状況から抗議行動を行ったもので、当日は、協議会
関係者を始め、町会・自治会、
各種団体から約２３０人が
参加しました。 
　教団施設前では、オウム
真理教反対のシュプレヒ
コールを行い、教団の退去
および解散を求める要請
書を教団側へ手渡しました。 
J交通防災課蕁A３０５ 


